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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
後記信号処理制御手段から受信したデジタル表示信号に基づいて画像を画面表示する表示
機能と、画面表面への接触、押圧、入射光の遮蔽等のマニュアル操作を検知し、「該マニ
ュアル操作に対応した信号」（以下、「マニュアル操作信号」と略記する）を生成して、
後記信号処理制御手段に送信する入力機能とを有するタッチパネル手段と；
後記信号処理制御手段を動作させるプログラムを格納する記憶手段と；
前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号と前記記憶手段に格納されたプロ
グラムに基づいてデジタル表示信号を生成して、前記タッチパネル手段及び／又は後記外
部出力インターフェース手段に送信する信号処理制御手段と；
ディスプレイ手段を備えるか又はディスプレイ手段を接続する外部装置が接続され、該外
部装置に対して、前記信号処理制御手段から受信したデジタル表示信号に基づき、ＴＭＤ
Ｓ、デジタルＲＧＢ、ＬＶＤＳ、ＬＤＩ、ＧＶＩＦ、ＵＳＢ、DisplayPort、WirelessＨ
Ｄ、ＷＨＤＩ、ＷｉＧｉｇのうちのいずれかの伝送方式で伝送されるデジタル外部表示信
号を送信する外部出力インターフェース手段と；
を備えた上で、
前記信号処理制御手段は、前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号を処理
して、前記タッチパネル手段の「単独使用用の画面イメージ」のデジタル表示信号を生成
し、該デジタル表示信号を前記タッチパネル手段に送信する制御モード１と；
前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号を処理して、前記タッチパネル手
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段の「単独使用用とは別種の画面イメージ」のデジタル表示信号と、前記外部装置に備え
られるか又は前記外部装置に接続されるディスプレイ手段（以下、「外部ディスプレイ手
段」と略記する）の画面イメージのデジタル表示信号とを生成し、前者を前記タッチパネ
ル手段に送信し、後者を前記外部出力インターフェース手段に送信する制御モード２と；
を選択的に実現する、
ことを特徴とする携帯情報処理装置。
【請求項２】
前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記外部出力インターフェース手
段に対して、その本来解像度が前記タッチパネル手段の画面解像度より大きい高解像度デ
ジタル表示信号を送信することを特徴とする請求項１に記載の携帯情報処理装置。
【請求項３】
「前記外部装置が、前記外部ディスプレイ手段が動作可能な状態で、前記外部出力インタ
ーフェース手段に接続していること」を検知して、前記信号処理制御手段に信号を送信す
る接続検知手段を備えた上で、
前記信号処理制御手段は、前記接続検知手段から「前記外部装置が、前記外部ディスプレ
イ手段が動作可能な状態で、前記外部出力インターフェース手段に接続している」旨の信
号を受信した場合に、自動的に、又は、前記タッチパネル手段からマニュアル操作信号を
受信した上で、制御モード２を選択する、
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の携帯情報処理装置。
【請求項４】
前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記タッチパネル手段に、該タッ
チパネル手段の画面の全体又は大部分に「キャラクタ入力用キーボードを模した画像」（
以下、「キーボード模擬画像」と略記する）を表示する画面イメージのデジタル表示信号
を送信するとともに、前記タッチパネル手段から受信した「該キーボード模擬画像表示部
へのマニュアル操作に対応した信号」をキャラクタデータに変換する「キーボード表示サ
ブモード」を実現することを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の携帯情
報処理装置。
【請求項５】
前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記タッチパネル手段に、該タッ
チパネル手段の画面の全体又は大部分に手書き入力領域を表示する画面イメージのデジタ
ル表示信号を送信するとともに、前記タッチパネル手段から受信した「該手書き入力領域
部へのマニュアル操作に対応した信号」をキャラクタデータや描画データに変換する「手
書き入力サブモード」を実現することを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか１項に記
載の携帯情報処理装置。
【請求項６】
前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記タッチパネル手段に、該タッ
チパネル手段の画面の全体又は大部分に「ゲームコントローラを模した画像」（以下、「
ゲームコントローラ模擬画像」と略記する）を表示する画面イメージのデジタル表示信号
を送信するとともに、前記タッチパネル手段から受信した「該ゲームコントローラ模擬画
像表示部へのマニュアル操作に対応した信号」をゲーム入力データに変換する「ゲームコ
ントローラ表示サブモード」を実現することを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか１
項に記載の携帯情報処理装置。
【請求項７】
無線信号を受信してデジタル信号に変換の上、前記信号処理制御手段に送信するとともに
、前記信号処理制御手段から受信したデジタル信号を無線信号に変換して送信する無線通
信手段を備えた上で、
前記信号処理制御手段は、前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号に基づ
いて、前記無線通信手段から受信したデジタル信号に必要な処理を行い、リアルタイムで
デジタル表示信号を生成するか、又は、自らが処理可能なデータファイルとして前記記憶
手段に一旦格納し、その後読み出した上で処理することによりデジタル表示信号を生成す
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ることを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の携帯情報処理装置。
【請求項８】
請求項１乃至７のいずれか１項に記載の携帯情報処理装置の記憶手段に格納されるプログ
ラムであって、
前記信号処理制御手段に、前記制御モード１と前記制御モード２とを選択的に実現させる
、
ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル手段を備える携帯情報処理装置及び該携帯情報処理装置用プロ
グラムに関し、特に、タッチパネル手段とともに、ディスプレイ手段を伴う外部装置又は
タッチパネル手段を伴う外部装置が接続される外部出力インターフェース手段を備える携
帯情報処理装置及び該携帯情報処理装置用プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、タッチパネル手段を備える携帯情報処理装置（以下、タッチパネル式携帯情報処
理装置と略記する）が使用されるようになってきており、特に、携帯電話機の分野では、
アップル社製のｉＰｈｏｎｅ（登録商標）に代表されるようなタッチパネル式スマートフ
ォンが販売されるようになってきている。
　タッチパネル式携帯情報処理装置においては、タッチパネルの入力用画面表示をソフト
ウェアによって様々に切り替えられるため、各々の用途に適合した入力インターフェース
を実現することができる。例えば、タッチパネル式スマートフォンにおいては、通話のた
めの電話番号入力、電子メールを送信するための文字入力、さらには、ゲームを含む様々
なアプリケーションを動作させるためのデータ入力を、各々の用途に適合した入力画面に
おいて行うことができ、結果として、ユーザーのデータ入力に際しての利便性は、ハード
キーしかない携帯電話機よりも著しく向上する。
【特許文献１】特開２００８－１４１５１９
【特許文献２】特開２０１０－００３３０７
【０００３】
　ところで、タッチパネル式携帯情報処理装置においては、文章を入力する場合のように
入力内容が複雑・多量になっていくると、タッチパネル画面を入力部と表示部に分割した
上で、入力部への接触、押圧、入射光の遮蔽等のマニュアル操作でデータを入力するとと
もに、入力されたデータに基づいて処理した結果は表示部に表示するのが通常である。
　しかしながら、携帯電話機、スマートフォン、ＰＤＡ（Personal Digital
Assistant）のような携帯情報処理装置は、その携帯性を重視するため、付属するディス
プレイのサイズ及び画面解像度（水平画素数×垂直画素数）をいたずらに大きくすること
ができない。それにも関らず上記のようにタッチパネル画面を分割使用すると、入力部の
サイズ及び表示可能な画素数はさらに小さくなってしまい、例えば、キャラクタ（文字、
数字、記号など）入力用のキーボードを表示しようとしても、表示できるキーの数は限ら
れてしまう。この結果、電子メールを送信するための文字入力の場合には、文字を入力す
る場合と数字を入力する場合で入力部の表示を切り替えた上で、同じキーを何回も触れる
必要がある（例えば、「お」を入力する場合には、かな入力モードに切り替えた上で、あ
行に振り当てられたキーを５回触れなければならない）等の不便が生じる。
【０００４】
　他方、同様の不便性は表示部においても生じる。もともとサイズ及び画面解像度が小さ
いタッチパネル画面の一部分をデータ入力用の入力部に割くことになるため、表示部に表
示できる内容や画像の画素数はさらに少なくなってしまう。このため、例えば、電子メー
ルの文章作成の際に入力した文章を推敲しようとすると、画面を何度もスクロールしない
と、文章全体が読めないという問題が生じる。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、タッ
チパネル式携帯情報処理装置において、十分な大きさのサイズ及び画面解像度を有する入
力用画面と表示用画面を確保することにより、ユーザーの利便性を向上させることを、外
部装置とのインターフェース手段の追加と、もともと備えている信号処理制御手段への若
干の機能追加だけによって実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、携帯情報処理装置に係る第１の発明は、後記信号処理制御
手段から受信したデジタル表示信号に基づいて画像を画面表示する表示機能と、画面表面
への接触、押圧、入射光の遮蔽等のマニュアル操作を検知し、「該マニュアル操作に対応
した信号」（以下、「マニュアル操作信号」と略記する）を生成して、後記信号処理制御
手段に送信する入力機能とを有するタッチパネル手段と；後記データ処理手段を動作させ
るプログラムを格納する記憶手段と；前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作
信号をデータに変換し、該データと前記記憶手段に格納されたプログラムに基づいてデジ
タル表示信号を生成して、前記タッチパネル手段及び／又は後記外部出力インターフェー
ス手段に送信する信号処理制御手段と；ディスプレイ手段を備えるか、又は、ディスプレ
イ手段を接続するかする外部装置（以下、「ディスプレイ手段を伴う外部装置」と略記す
る）が接続され、該外部装置に対して、前記信号処理制御手段から受信したデジタル表示
信号に基づき、外部表示信号を送信する外部出力インターフェース手段と；を備えた上で
、前記信号処理制御手段は、前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号をデ
ータに変換するとともに、１系統のデジタル表示信号を生成して前記タッチパネル手段だ
けに送信する制御モード１と；前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号を
前記制御モード１とは異なる仕方でデータに変換するとともに、２系統のデジタル表示信
号を生成し、一方を前記タッチパネル手段に送信し、他方を前記外部出力インターフェー
ス手段に送信する制御モード２と；を選択的に実現するようにしたものである。
【０００７】
　また、携帯情報処理装置に係る第２の発明は、第１の発明の携帯情報処理装置において
、前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記外部出力インターフェース
手段に対して、その本来解像度が前記タッチパネル手段の画面解像度より大きい高解像度
デジタル表示信号を送信するようにしたものである。
【０００８】
　なお、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいうところの「表示信号の『本来解像度
』とは、該表示信号を十分な大きさの画面解像度を有するディスプレイ装置がそれを受信
して適切に処理することにより表示される画像の解像度のことであり、また、ここでいう
「適切な処理」とは、ディスプレイ装置が、表示信号に含まれている画素ごとの論理的な
色情報を、自らの画面を構成する物理的な画素の色表示として過不足なく現実化すること
を意味しており、より具体的には、物理的な現実化にあたって画素を間引いて表示画像の
解像度を小さくしたり、画素を補間して表示画像の解像度を大きくしたりしないことを意
味している。
【０００９】
　また、携帯情報処理装置に係る第３の発明は、第１又は第２の発明の携帯情報処理装置
において、「前記外部装置が、前記ディスプレイ手段が動作可能な状態で、前記外部出力
インターフェース手段に接続していること」を検知して、前記信号処理制御手段に信号を
送信する接続検知手段を備えた上で、前記信号処理制御手段は、前記接続検知手段から「
前記外部装置が、前記ディスプレイ手段が動作可能な状態で、前記外部出力インターフェ
ース手段に接続している」旨の信号を受信した場合に、自動的に、又は、前記タッチパネ
ル手段からマニュアル操作信号を受信した上で、制御モード２を選択するようにしたもの
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である。
【００１０】
　また、携帯情報処理装置に係る第４の発明は、第１乃至第３のいずれか１つの発明の携
帯情報処理装置において、前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記タ
ッチパネル手段に、該タッチパネル手段の画面の全体又は大部分に「キャラクタ入力用キ
ーボードを模した画像」（以下、「キーボード模擬画像」と略記する）を表示する画面イ
メージのデジタル表示信号を送信するとともに、前記タッチパネル手段から受信した「該
キーボード模擬画像表示部へのマニュアル操作に対応した信号」をキャラクタデータに変
換する「キーボード表示サブモード」を実現するようにしたものである。
【００１１】
　また、携帯情報処理装置に係る第５の発明は、第１乃至第４のいずれか１つの発明の携
帯情報処理装置において、前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記タ
ッチパネル手段に、該タッチパネル手段の画面の全体又は大部分に手書き入力領域を表示
する画面イメージのデジタル表示信号を送信するとともに、前記タッチパネル手段から受
信した「該手書き入力領域部へのマニュアル操作に対応した信号」をキャラクタデータや
描画データに変換する「手書き入力サブモード」を実現するようにしたものである。
【００１２】
　また、携帯情報処理装置に係る第６の発明は、第１乃至第５のいずれか１つの発明の携
帯情報処理装置において、前記信号処理制御手段は、前記制御モード２において、前記タ
ッチパネル手段に、該タッチパネル手段の画面の全体又は大部分に「ゲームコントローラ
を模した画像」（以下、「ゲームコントローラ模擬画像」と略記する）を表示する画面イ
メージのデジタル表示信号を送信するとともに、前記タッチパネル手段から受信した「該
ゲームコントローラ模擬画像表示部へのマニュアル操作に対応した信号」をゲーム入力デ
ータに変換する「ゲームコントローラ表示サブモード」を実現するようにしたものである
。
【００１３】
　また、携帯情報処理装置に係る第７の発明は、第１乃至第６のいずれか１つの発明の携
帯情報処理装置において、マニュアル入力手段を備えるか、又は、マニュアル入力手段を
接続するかする外部装置（以下、「マニュアル入力手段を伴う外部装置」と略記する）が
接続され、該外部装置におけるマニュアル入力手段で生成された外部マニュアル操作信号
を受信し、前記信号処理制御手段に送信する外部入力インターフェース手段を、前記外部
出力インターフェース手段と一体的に又は別体的に備えた上で、前記信号処理制御手段は
、該外部入力インターフェース手段から受信した外部マニュアル操作信号をデータに変換
し、該データに基づきデジタル表示信号を生成するようにしたものである。
【００１４】
　また、携帯情報処理装置用プログラムに係る第８の発明は、第１乃至第７のいずれか１
つの発明の携帯情報処理装置の記憶手段に格納されるプログラムであって、前記信号処理
制御手段に、前記制御モード１と前記制御モード２とを選択的に実現させるようにしたも
のである。
【００１５】
　携帯情報処理装置に係る第９の発明は、後記信号処理制御手段から受信したデジタル表
示信号に基づいて画像を画面表示する表示機能と、画面表面への接触、押圧、入射光の遮
蔽等のマニュアル操作を検知し、「該マニュアル操作に対応した信号」（以下、「マニュ
アル操作信号」と略記する）を生成して、後記信号処理制御手段に送信する入力機能とを
有するタッチパネル手段と；後記データ処理手段を動作させるプログラムを格納する記憶
手段と；前記タッチパネル手段及び／又は後記外部入出力インターフェース手段から受信
したマニュアル操作信号をデータに変換し、該データと前記記憶手段に格納されたプログ
ラムに基づいてデジタル表示信号を生成して、前記タッチパネル手段及び／又は後記外部
入出力インターフェース手段に送信する信号処理制御手段と；タッチパネル手段を備える
か、又は、タッチパネル手段を接続するかする外部装置（以下、「タッチパネル手段を伴
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う外部装置」と略記する）が接続され、該外部装置に対して、前記信号処理制御手段から
受信したデジタル表示信号に基づき、外部表示信号を送信するとともに、該外部装置にお
けるタッチパネル手段で入力された外部マニュアル操作信号を受信し、前記信号処理制御
手段に送信する外部入出力インターフェース手段と；を備えた上で、前記信号処理制御手
段は、前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号をデータに変換するととも
に、生成したデジタル表示信号を前記タッチパネル手段に送信する制御モードＡと；前記
外部入出力インターフェース手段から受信した外部マニュアル操作信号をデータに変換す
るとともに、生成したデジタル表示信号を前記タッチパネル手段に送信する制御モードＢ
と；を選択的に実現するようにしたものである。
【００１６】
　なお、本「明細書」及び「特許請求の範囲」でいうところの「外部入出力インターフェ
ース手段」としては、タッチパネル手段を伴う外部装置に対して外部表示信号を送信する
外部出力インターフェース機能と、タッチパネル手段を伴う外部装置からマニュアル操作
信号を受信する外部入力インターフェース機能とを一体的に構成されたインターフェース
手段が担うものであっても、タッチパネル手段を伴う外部装置に対して外部表示信号を送
信する外部出力インターフェース手段と、タッチパネル手段を伴う外部装置からマニュア
ル操作信号を受信する外部入力インターフェース手段とが別体的に構成されているもので
あっても、いずれでもよい。
【００１７】
　また、制御モードＢにおいては、前記外部入出力インターフェース手段から受信した外
部マニュアル操作信号だけを処理するようにしても、前記外部入出力インターフェース手
段から受信した外部マニュアル操作信号と携帯情報処理装置におけるタッチパネル手段か
ら受信したマニュアル操作信号とを並列的に処理するようにしてもよい。また、１系統の
デジタル表示信号を生成して外部入出力インターフェース手段だけに送信するようにして
も、２系統のデジタル表示信号を生成し、一方を前記外部出力インターフェース手段に送
信し、他方を携帯情報処理装置におけるタッチパネル手段に送信するようにしてもよい。
【００１８】
　一方、携帯情報処理装置に係る第１０の発明は、第９の発明の携帯情報処理装置におい
て、前記外部入出力インターフェース手段に対して、その本来解像度が前記タッチパネル
手段の画面解像度より大きい高解像度デジタル表示信号を送信するようにしたものである
。
【００１９】
　また、携帯情報処理装置に係る第１１の発明は、第９又は第１０の発明の携帯情報処理
装置において、「前記外部装置が、前記タッチパネル手段が動作可能な状態で、前記外部
入出力インターフェース手段に接続していること」を検知して、前記信号処理制御手段に
信号を送信する接続検知手段を備えた上で、前記信号処理制御手段は、前記接続検知手段
から「前記外部装置が、前記ディスプレイ手段が動作可能な状態で、前記外部出力インタ
ーフェース手段に接続している」旨の信号を受信した場合に、自動的に、又は、前記タッ
チパネル手段からマニュアル操作信号を受信した上で、制御モードＢを選択するようにし
たものである。
【００２０】
　また、携帯情報処理装置用プログラムに係る第１２の発明は、請求項９乃至１１のいず
れか１つの発明の携帯情報処理装置の記憶手段に格納されるプログラムであって、前記信
号処理制御手段に、前記制御モードＡと前記制御モードＢとを選択的に実現させるように
したものである。
【００２１】
　また、携帯情報処理装置に係る第１３の発明は、第１乃至第７のいずれか１つの発明又
は第９乃至第１１のいずれか１つの発明の携帯情報処理装置において、前記信号処理制御
手段は、前記タッチパネル手段から受信したマニュアル操作信号をデータに変換し、該デ
ータに基づいて、前記無線通信手段から受信したデジタル信号に必要な処理を行って、リ
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アルタイムでデジタル表示信号を生成するか、又は、自らが処理可能なデータファイルと
して前記記憶手段に一旦格納し、その後読み出した上で処理することによりデジタル表示
信号を生成するかするようにしたものである。
【発明の効果】
【００２２】
　第１乃至第７の発明の携帯情報処理装置は、通常のタッチパネル式携帯情報処理装置に
おけるのと同様の処理モードである制御モード１に加えて、２系統のデジタル表示信号を
生成し、一方を携帯情報処理装置に付属するタッチパネル手段に送信するとともに、他方
を外部出力インターフェース手段に送信する制御モード２を有している。このため、携帯
情報処理装置におけるタッチパネル手段をデータ入力専用に用いるとともに、タッチパネ
ル手段から重視したマニュアル操作信号に対応する入力データに基づいて生成された画像
を、外部出力インターフェース手段に接続された外部装置が伴うディスプレイ手段に表示
することができる。
　このため、通常のタッチパネル式携帯情報処理装置とは異なり、タッチパネル画面を入
力部と表示部に分割する必要はないため、複雑な入力操作を要する場面においても、入力
部や表示部のサイズが小さくなって利便性が損なわれるということはなくなる。
【００２３】
　特に、携帯情報処理装置をゲーム用途に使用する場合には、任天堂製のニンテンドーＤ
Ｓ（登録商標）のような２画面ゲーム機としての使用方法が可能になり、２画面ゲーム機
向けのソフトを、簡単な修正を加えるだけで楽しめる可能性が生じる。
【００２４】
　このうち、特に第２の発明によれば、外部出力インターフェース手段に、付属するタッ
チパネル手段の画面解像度より高解像度のディスプレイ手段（以下、高解像度外部ディス
プレイと略記する）を伴う外部装置を接続することにより、該高解像度ディスプレイ手段
の画面に、付属するタッチパネル手段の画面解像度よりも高解像度の画像を表示すること
ができるようになる。
　従来のタッチパネル式携帯情報処理装置においては、ウェブページや電子書籍を閲覧す
る際には、付属するタッチパネル手段の画面解像度の制約から、一度に画面表示できる情
報量が限られていたため、画面スクロールやページ繰りを何度も行う必要があり、スムー
ズな理解を妨げていた。また、インターネットから高精細な画像（静止画や動画）をダウ
ンロードしても、その本来解像度のままでは楽しめず、さらには、ゲームを楽しむ際にも
、付属するタッチパネル手段の画面解像度の制約から、高精細な画像を伴うようなゲーム
は楽しめなかった。しかし、第２の発明によれば、付属するタッチパネル手段の画面解像
度の制約から解放されるため、一度に多量の情報を画面表示することでウェブページや書
籍に対するユーザーの理解を容易にするともに、より高精細な画像（静止画や動画）やよ
り高精細の画像を伴うようなゲームも楽しむことが可能になる。
【００２５】
　また、特に第３の発明によれば、ディスプレイ手段を伴う外部装置が、該ディスプレイ
手段が動作可能な状態で接続されている場合にのみ、制御モード２が選択可能になるため
、例えば、外部装置が接続されていないような状態で、タッチパネル式携帯情報処理装置
を、従来通りに（＝制御モード１で）使用することができなくなることを防止することが
できる。
【００２６】
　一方、特に第４の発明によれば、付属するタッチパネル手段の画面の全体又は大部分に
キーボード模擬画像を表示できるため、表示できるキーの数を十分に確保することができ
る。このため、従来のタッチパネル式携帯情報処理装置のように、文字入力する際にも、
文字を入力する場合と数字や記号を入力する場合とで、入力部の表示を切り替える必要は
ない。
【００２７】
　また、特に第５の発明によれば、付属するタッチパネル手段の画面の全体又は大部分に
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手書き入力領域を表示できるため、十分な面積の手書き入力領域を確保することができる
。このため、手指やタッチペン（スタイラス）を用いて画数の多い文字や複雑な描画も無
理なく入力することができる。
【００２８】
　また、特に第６の発明によれば、付属するタッチパネル手段の画面の全体又は大部分に
ゲームコントローラ模擬画像を表示することができるため、本発明の携帯情報処理装置自
体をあたかもゲームコントローラとするようなゲームの楽しみ方ができる。
【００２９】
　一方、特に第７の発明によれば、制御モード２において、データ入力用に、タッチパネ
ル式携帯情報処理装置外部装置と、外部入力インターフェース手段に接続された外部装置
が伴うマニュアル入力手段とを併用することができるため、入力操作の利便性をさらに向
上させることができる。特に、マニュアル入力手段を伴う外部装置として、タッチパネル
式携帯情報処理装置を嵌め込み接続可能な嵌め込み部を備えたキーボード装置を採用した
上で、該嵌め込み部に嵌め込み接続したタッチパネル式携帯情報処理装置のタッチパネル
画面をタッチパッドや手書きパッドとして活用することにより、タッチパッド付きキーボ
ードや手書きパッド付きキーボードが接続されたＰＣ（Personal Computer）と同様の入
力操作が実現できる。
【００３０】
　また、第８の発明の携帯情報装置用プログラムは、携帯情報処理装置の記憶手段に格納
して、該携帯情報処理装置の信号処理制御手段を駆動せしめることにより、該信号処理制
御手段が、制御モード１と制御モード２とを選択的に実現できるようになる。
【００３１】
　一方、第９乃至第１１の発明の携帯情報処理装置は、タッチパネル手段を伴う外部装置
が接続される外部入出力インターフェース手段を備えた上で、通常のタッチパネル式携帯
情報処理装置におけると同様の処理モードである制御モードＡに加えて、外部入出力イン
ターフェース手段から受信したマニュアル操作信号をデータに変換するとともに、生成し
たデジタル表示信号を前記外部入出力インターフェース手段に送信する制御モードＢを有
している。このため、スマートフォンのような小型のタッチパネル式携帯情報処理装置に
サイズの大きいタッチパネル手段を伴う外部装置を接続することにより、いわゆるタブレ
ットＰＣと同様の操作や処理を実現することができる。
　しかも、この際、外部装置には、表示機能と入力機能とを有するタッチパネル手段と、
タッチパネル式携帯情報処理装置とのインターフェース手段とを備えさえすればよく、通
常のタブレットＰＣが備えているような高度なＣＰＵ（Central Processing Unit）など
の信号処理制御手段は必要とはしない。このため、それぞれ独立に信号処理制御手段（及
びそれ用のＯＳ（Operating
System）やアプリケーションソフト）を備えるスマートフォンとタブレットＰＣとを併用
するよりも経済的である。また、スマートフォンとタブレットＰＣとを併用する際に生じ
る、アプリケーションやデータの同期の問題も生じない。
【００３２】
　このうち、特に第１０の発明によれば、外部入出力インターフェース手段に、付属する
タッチパネル手段の画面解像度より高解像度のタッチパネル手段（以下、高解像度外部デ
ィスプレイと略記する）を伴う外部装置を接続することにより、該高解像度タッチパネル
手段の画面に、付属するタッチパネル手段の画面解像度よりも高解像度の画像を表示する
ことができるようになる。
　従来のタッチパネル式携帯情報処理装置においては、ウェブページや電子書籍を閲覧す
る際には、付属するタッチパネル手段の画面解像度の制約から、一度に画面表示できる情
報量が限られていたため、画面スクロールやページ繰りを何度も行う必要があり、スムー
ズな理解を妨げていた。また、インターネットから高精細な画像（静止画や動画）をダウ
ンロードしても、その本来解像度のままでは楽しめず、さらには、ゲームを楽しむ際にも
、付属するタッチパネル手段の画面解像度の制約から、高精細な画像を伴うようなゲーム
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は楽しめなかった。しかし、第１０の発明によれば、第２の発明の場合と同じく、付属す
るタッチパネル手段の解像度の制約から解放されるため、一度に多量の情報を画面表示す
ることでウェブページや書籍に対するユーザーの理解を容易にするともに、より高精細な
画像（静止画や動画）やより高精細な画像を伴うようなゲームも楽しむことも可能になる
。
【００３３】
　また、特に第１１の発明によれば、タッチパネル手段を伴う外部装置が、該タッチパネ
ル手段が動作可能な状態で接続されている場合にのみ、制御モードＢが選択可能になるた
め、例えば、外部装置が接続されていないような状態で、タッチパネル式携帯情報処理装
置を、従来通りに（＝制御モードＡで）使用することができなくなることを防止すること
ができる。
【００３４】
　また、第１２の発明の携帯情報装置用プログラムは、携帯情報処理装置の記憶手段に格
納して、該携帯情報処理装置の信号処理制御手段を駆動せしめることにより、該信号処理
制御手段が、制御モードＡと制御モードＢとを選択的に実現できるようになる。
【００３５】
　一方、特に第１３の発明によれば、インターネットに接続したウェブサーバからＨＴＭ
Ｌファイルや画像ファイルをダウンロードして処理することにより、ウェブページや静止
画や動画などの画像を、付属するタッチパネル手段に表示するに加えて、外部出力インタ
ーフェース手段に接続された外部装置が伴うディスプレイ手段や、外部入出力インターフ
ェース手段に接続された外部装置が伴うタッチパネル手段に表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。ただし、本発明はかかる実
施形態に限定されず、その技術思想の範囲内で種々の変更が可能である。
【００３７】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装置
と「ディスプレイ手段を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理シ
ステムの構成及び機能を説明するためのブロック図であり、特に、該携帯情報処理装置が
スマートフォンである場合について説明している。
【００３８】
　この実施形態においては、スマートフォン1は、それ単独として、音声通話用、データ
通信・処理用、又は、画像データ及び／又は音声データの保存・再生用として使用するこ
とができ、音声通話以外の用途で使用する場合には、各種の画像が、タッチパネル14Aの
画面に表示される。
　以下では、タッチパネル14Aの画面はハーフＶＧＡの画面解像度（縦置きの場合には、
水平画素数×垂直画素数＝320×480画素）を有するものとして説明するが、それ以外の解
像度であってもよい。
【００３９】
　まず、スマートフォン1が音声通話用に使用される場合、マイクロホン13Aから入力され
た音声はＣＯＤＥＣ（COder-DECoder）13Cによってデジタル信号に変換され、該デジタル
信号はベースバンドプロセッサ11A及びＲＦ（Radio
Frequency）送受信部12Bを経由し、通信用アンテナ12Aから電波信号として公衆ネットワ
ークに送信される。逆に、音声通話の相手先からの電波信号として公衆ネットワークに送
信された音声データは通信用アンテナ12Aで受信され、ＲＦ送受信部12B及びベースバンド
プロセッサ11Aを経由することによりデジタル信号に変換され、該デジタル信号はＣＯＤ
ＥＣ13Cでアナログ電気信号に変換され、最終的にスピーカ13Bから音声として出力される
。
　なお、公衆ネットワークとの間の電波信号の送受信は、移動体通信のセルラーネットワ
ークの基地局との間でＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access）等の方式で通信する
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ことによって、又は、無線ＬＡＮの基地局・アクセスポイントとの間でＤＳＳＳ（Direct
Sequence Spread Spectrum）やＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing
）等の方式で通信することによって実行される。
【００４０】
　次に、スマートフォン1がデータ通信・処理用に使用される場合、タッチパネル14Aが手
指やタッチペン（スタイラス）による接触を検出した信号をマニュアル入力コントローラ
14Eでデジタル信号に変換されたデータ、及び／又は、インターネットプロトコルに準拠
した電波信号を公衆ネットワークから通信用アンテナ12Aで受信し、ＲＦ送受信部12B及び
ベースバンドプロセッサ11Aを経由することによりデジタル信号に変換されたデータ、及
び／又は、フラッシュメモリ15Aにデータファイル（画像データファイルや音声データフ
ァイルなど）として格納されていたものが読み出されたデータが、バス17を経由して中央
演算回路11Bに転送される。中央演算回路11Bでは、フラッシュメモリ15Aに格納されたプ
ログラムに基づいて必要な処理を行い、処理されたデータは、バス17を経由して、フラッ
シュメモリ15A及びＲＡＭ（Random
Access Memory）15Bや、グラフィックコントローラ14Bや、ベースバンドプロセッサ11Aに
転送される。そして、最終的には、タッチパネル14Aの画面に画像が表示されたり、スピ
ーカ13Bから音声が出力されたり、通信用アンテナ12Aから電波信号が送信されたり、フラ
ッシュメモリ15Aにデータが保存されたりする。
【００４１】
　特に、タッチパネル14Aに画像が表示されるまでのデータの信号やデータの流れは以下
のようになる。
　すなわち、中央演算回路11Bでは、フラッシュメモリ15Aに格納されたプログラムに基づ
き、グラフィックコントローラ14Bに、タッチパネル14Aの画面解像度に対応した解像度を
有する画像を記述するビットマップデータを生成し、ＬＣＤ（Liquid
Crystal Display）ドライバ14Dに送信するように命令する。グラフィックコントローラ14
Bは、該描画命令に基づき、ビットマップデータを生成し、必要に応じてＶＲＡＭ（Video
ＲＡＭ）14Cへの書き込み／読み出しを行いつつ、該ビットマップデータをＬＣＤドライ
バ14Dに送信する。ＬＣＤドライバ14Dは、該ビットマップデータに基づいて、ソース・ド
ライバ部とゲート・ドライバ部とを作動させることによりタッチパネル14Aの画面を構成
する各々の画素を駆動し、最終的に様々な種類の画像や画面イメージがタッチパネル14A
に表示される。
【００４２】
　なお、インターネットプロトコルに準拠した電波信号の送受信は、音声通信の場合と同
様に、各種の通信方式によって実現できる。その際、通信用アンテナ12A、ＲＦ送受信部1
2B及びベースバンドプロセッサ11Aを複数帯域の電波信号に対応できるようにすることに
よって、例えば、屋内等の無線ＬＡＮの基地局・アクセスポイントに近い箇所では高速の
無線ＬＡＮ方式で通信を行い、それ以外の箇所ではＣＤＭＡ方式等の第３世代移動体通信
（セルラーシステム）で通信を行うようなことが実現できる。
【００４３】
　また、画像データファイル及び／又は音声データファイルは、ウェブサイトにアクセス
し、通信用アンテナ12A、ＲＦ送受信部12B、ベースバンドプロセッサ11Aを経由して受信
・変換されたデジタル信号を、バス17経由で中央演算回路11Bが受信し、必要な変換を行
ってフラッシュメモリ15Aに書き込むことによって保存することができる。
　その際、動画である画像データを保存する場合には、ＭＰＥＧ（Moving
Picture Experts Group）－１、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４等のＭＰＥＧ規格のフォー
マットで保存され、静止画である画像データを保存する場合には、ＢＭＰ、ＴＩＦＦ、Ｊ
ＰＥＧ、ＧＩＦ及びＰＮＧ等のフォーマットで保存される。また、音声データについては
、ＷＡＶＥ形式や、ＭＰ３（ＭＰＥＧ
Audio Layer ３）、ＡＩＦＦ（Audio Interchange File Format）、ＡＴＲＡＣ３（Adapt
ive TRansform
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Acoustic Coding ３）等のフォーマットで保存される。
【００４４】
　図２は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を単独で使用して電子メール
の文章を入力している場合に、付属タッチパネルの画面に表示される画面イメージを説明
するためのイメージ図である。
【００４５】
　スマートフォン1を単独使用して電子メールの文章を入力する場合、タッチパネル14Aの
画面は、タッチパネル表示部14A1とタッチパネル入力部14A2に分割されており、タッチパ
ネル入力部14A2には、かなの「行」（「あ行」、「か行」‥‥など）を示すキーが表示さ
れている。ユーザーは、これらのキー表示を手指やタッチペン（スタイラス）で触れるこ
とによって、かな文字を入力することができる。例えば、「そ」は、「さ」行を示すキー
に５回触れることによって入力することができる。
【００４６】
　図３は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を単独で使用して電子メール
の文章を入力している場合に、付属タッチパネルの画面に表示される画面イメージを説明
するための別のイメージ図である。
【００４７】
　図４は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を単独で使用して電子メール
の文章を入力している場合に、付属タッチパネルの画面に表示される画面イメージを説明
するためのさらに別のイメージ図である。
【００４８】
　スマートフォン1を単独使用して電子メールの文章を入力する場合、タッチパネル14Aの
画面には、記号入力切り替えキー14A21、数字入力切り替えキー14A22、アルファベット入
力切り替えキー14A23、かな入力切り替えキー14A24が表示されている。図２は、ユーザー
が、かな入力切り替えキー14A24を触れた場合に表示される画面イメージを示しているが
、アルファベット入力切り替えキー14A23を触れた場合には、図３に示すような画面イメ
ージが、数字入力切り替えキー14A22を触れた場合には、図４に示すような画面イメージ
が、それぞれ表示される。そして、アルファベットの「Ｓ」は、図３に示す画面表示にお
いて、「ＰＱＲＳ」を示すキーを４回触れることによって入力することができる。
【００４９】
　そして、上で説明したようなタッチパネル入力部14A2への接触操作によって入力された
データは、タッチパネル表示部14A1に表示される。
　ユーザーは、タッチパネル表示部14A1に表示された文章を確認し、必要に応じて修正し
た上で送信するが、図からもわかるように、タッチパネル表示部14A1に表示される情報量
が少ないため、電子メールの文章全体を確認するためには、画面のスクロールを何度も繰
り返す必要がある。
【００５０】
　以上がスマートフォン1をそれ単独として使用する場合（以下、「単独使用の場合」と
略記する）の機能の概略であるが、スマートフォン1は、外部出力ユニット2と接続するた
めのインターフェース部Ａ_16Bを備えており、一方、外部出力ユニット2は、外部ＬＣＤ
パネル24Aを備えた上で、スマートフォン1と接続するためのインターフェース部Ｂ_26Bを
備えている。そして、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ_16Bと外部出力ユニッ
ト2側のインターフェース部Ｂ_26Bとを接続ケーブル5を介して接続することにより、スマ
ートフォン1と外部出力ユニット2を一体的な情報通信システムとして動作させることがで
きるようになる。
　なお、以下では、外部ＬＣＤパネル24Aの画面解像度はＸＧＡ（横置きの場合には、水
平画素数×垂直画素数＝1024×768画素）であるものとして説明するが、それ以外の解像
度であってもよい。
【００５１】
　作動中のスマートフォン1と、外部ＬＣＤパネル24Aが表示可能状態となって作動中であ
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る外部出力ユニット2（以下では、「外部ＬＣＤパネル24Aが表示可能状態となって作動中
」のことを「作動中」と略記する）を接続した場合、作動中のスマートフォン1を外部出
力ユニット2に接続し、外部出力ユニット2を外部ＬＣＤパネル24Aが表示可能状態となる
ように起動させた場合、あるいはスマートフォン1を作動中の外部出力ユニット2に接続し
、スマートフォン1を起動させた場合に、スマートフォン1の中央演算回路11Bは、外部出
力ユニット2から、外部出力ユニット2が接続していることを検知する信号（以下、接続検
知信号と略記）、及び、外部出力ユニット2における外部ＬＣＤパネル24Aの画面解像度デ
ータを、インターフェース部Ｂ_26B、接続ケーブル5、インターフェース部Ａ_16B及びバ
ス17を経由して受信する。
【００５２】
　そして、スマートフォン1の中央演算回路11Bは、外部出力ユニット2の接続検知信号及
び外部出力ユニット2における外部ＬＣＤパネル24Aの画面解像度データを受信した場合、
上記で説明したような単独使用の場合とは異なった制御モードで動作するようになる。
　すなわち、グラフィックコントローラ14Bに、タッチパネル14Aの画面解像度に対応した
解像度を有する画像を記述するビットマップデータを生成し、ＬＣＤドライバ14Dに送信
するとともに、外部ＬＣＤパネル24Aの画面解像度に対応した解像度を有する画像を記述
するビットマップデータを生成し、ＴＭＤＳ（Transition
Minimized Differential Signaling）トランスミッタ16Aに送信するように命令する。
なお、この際、ＬＣＤドライバ14Dに送信されるビットマップデータが対応する画像は、
単独使用の場合にとは画像とは異なっており、この結果、後で詳しく説明するように、タ
ッチパネル14Aには、単独使用の場合とは異なった画像が表示される。
【００５３】
　一方、ＴＭＤＳトランスミッタ16Aに送信されたビットマップデータは、ＴＭＤＳ方式
で伝送される外部表示信号に変換された上で、スマートフォン1側のインターフェース部
Ａ_16Bを経由して、外部出力ユニット2側のインターフェース部Ｂ_26Bで受信される。該
外部表示信号は、ＴＭＤＳレシーバ26Aで必要な処理を施された上で、外部ＬＣＤドライ
バ24Dに送信され、外部ＬＣＤドライバ24Aが、外部ＬＣＤパネル24Aの画面を構成する各
々の画素を駆動することにより、外部ＬＣＤパネル24Aに画面イメージが表示される。
　なお、ＴＭＤＳは、非圧縮のデジタル伝送方式であるため、外部出力ユニット2側に、
圧縮された信号を復元するための信号処理手段を備える必要がないとともに、「デジタル
（ビットマップデータ）→アナログ→デジタル」という信号変換が不要になるため、信号
変換に伴う画像の劣化を回避することができる。
【００５４】
　なお、外部出力ユニット2として、いわゆる、ＨＤテレビジョン受像機（水平画素数×
垂直画素数＝1280×720）やフルＨＤテレビジョン受像機（水平画素数×垂直画素数＝192
0×1080画素）を使用する場合には、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ_16B及び
外部出力ユニット2側のインターフェース部Ｂ_26Bを、ともにＨＤＭＩ（High
Definition Multimedia Interface）規格に則ったものとした上で、ＴＭＤＳトランスミ
ッタ16A及びＴＭＤＳレシーバ26Aとしては、それぞれ、ＨＤＭＩトランスミッタ及びＨＤ
ＭＩレシーバを使用することができる。
【００５５】
　また、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ_16Bから外部出力ユニット2側のイン
ターフェース部Ｂ_26Bに送信される外部表示信号の伝送方式としては、ＴＭＤＳ方式以外
の方式を採用することができる。特に、ＴＭＤＳと同じく非圧縮のデジタル伝送方式であ
る、デジタルＲＧＢ、ＬＶＤＳ（Low
Voltage Differential Signaling）（又はＬＤＩ（ＬＶＤＳ Display Interface））、Ｇ
ＶＩＦ（Gigabit
Video InterFace）、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）、DisplayPort、等の伝送方式を採
用すれば、ＴＭＤＳ方式の場合と同じく、外部出力ユニット2側に、圧縮された信号を復
元するための信号処理手段を備える必要がないとともに、「デジタル（ビットマップデー
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タ）→アナログ→デジタル」という信号変換が不要になるため、信号変換に伴う画像の劣
化を回避することができる。
【００５６】
　図５は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を「ディスプレイ手段を備え
る外部装置」と接続した状態で使用して電子メールの文章を入力している場合に、付属タ
ッチパネルの画面に表示されるキーボード模擬画像のイメージを説明するためのイメージ
図である。
【００５７】
　また、図６は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置と「ディスプレイ手段
を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と、該デ
ィスプレイ手段の画面に表示される画面イメージを説明するための外観図である。
【００５８】
　スマートフォン1を外部出力ユニット2と接続した状態で電子メールの文章を入力する場
合、タッチパネル14Aのほぼ全体に、通常のノートＰＣやネットブックにおけるキーボー
ドを模擬したような画面が表示され、ユーザーは、このキーボード模擬画像におけるキー
表示を手指やタッチペン（スタイラス）で触れることによって文字を入力することができ
る。
　この場合、スマートフォン1を単独使用する場合とは異なり、アルファベットと数字と
数字が同一画面に表示されており、しかも、１つの英文字が１つのキー表示に対応してい
る。このため、単独使用する場合のように、アルファベット入力画面と数字入力画面を切
り替えたり、一つのアルファベットを入力するためにキー表示を何回も触れたりすること
は必要なくなり、文字入力の煩雑さが著しく軽減される。
【００５９】
　一方、スマートフォン1のタッチパネル14Aのキーボード模擬画像への接触操作によって
入力されたデータは、外部出力ユニット2の外部ＬＣＤパネル24Aに表示される。
　ユーザーは、タッチパネル表示部14A1に表示された文章を確認し、必要に応じて修正し
た上で送信するが、図からもわかるように、外部ＬＣＤパネル24Aのサイズ及び画面解像
度はタッチパネル14Aのサイズ及び画面解像度より大きいため、著しく長文の場合を除き
、電子メールの文章全体を表示することができ、送信前の確認の際に、画面のスクロール
を行う必要はない。
【００６０】
　図７は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を「ディスプレイ手段を備え
る外部装置」と接続した状態で使用して描画入力している場合に、付属タッチパネルの手
書き入力領域に表示される描画イメージを説明するためのイメージ図である。
【００６１】
　スマートフォン1は外部出力ユニット2と接続している状態で、電子メール入力・送信以
外に様々な用途で使用することができるが、特に、描画入力する場合には、タッチパネル
のほぼ全体を手書き入力領域とすることによって、画数の多い文字や、複雑な図形を、線
が重なってしまうことなく入力することができる。
【００６２】
　図８は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を「ディスプレイ手段を備え
る外部装置」と接続した状態で使用してゲームを楽しんでいる場合に、付属タッチパネル
の画面に表示されるゲームコントローラ模擬画像のイメージを説明するためのイメージ図
である。
【００６３】
　また、図９は、本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置と「ディスプレイ手段
を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と、該デ
ィスプレイ手段の画面に表示される画面イメージを説明するための別の外観図である。
【００６４】
　スマートフォン1を外部出力ユニット2と接続した状態でゲームを楽しむ場合、タッチパ
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ネル14Aのほぼ全体に、通常のゲームコントローラを模擬したような画面が表示され、ユ
ーザーは、このゲームコントローラ模擬画像におけるキー表示を手指やタッチペン（スタ
イラス）で触れることによってゲームを操作することができる。
　スマートフォン1は、横置きにして両手で持ち、親指でキー表示を接触操作するのに適
したサイズであるため、ソニー製のＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ（登録商標）などの据え置き
型ゲーム機と類似した操作感を楽しむことができる。
　一方、ゲーム画像は、外部出力ユニット2の外部ＬＣＤパネル24Aに表示されるが、図か
らもわかるように、外部ＬＣＤパネル24Aのサイズ及び画面解像度はタッチパネル14Aのサ
イズ及び画面解像度より大きいため、複雑なゲーム画像であっても問題なく表示すること
ができる。
【００６５】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装
置と「ディスプレイ手段及び入力手段を備える外部装置」とを接続することによって構成
した情報処理システムの構成及び機能を説明するためのブロック図であり、特に、該携帯
情報処理装置がスマートフォンである場合について説明している。
【００６６】
　図１１は、本発明の第２の実施形態に係る携帯情報処理装置「ディスプレイ手段及び入
力手段を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と
を説明するための外観図である。
【００６７】
　この実施形態におけるスマートフォン1の機能は、それが単独で使用される限りにおい
ては、第１の実施形態におけるスマートフォンの機能と全く同じである。一方、スマート
フォン1は、接続ケーブルを介して外部出力ユニットに接続される替わりに、外部入出力
ユニット3の筐体の嵌め込み部37に直接嵌め込むことによって、外部入出力ユニット3と接
続される。すなわち、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ1_16B1が外部入出力ユ
ニット3側のインターフェース部Ｂ1_36B1と、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ
2_16B2が外部入出力ユニット3側のインターフェース部Ｂ2_36B2と、それぞれ直接接触す
ることにより、スマートフォン1と外部入出力ユニット3との間で信号をやり取りすること
が可能になる。
【００６８】
　外部入出力ユニット3は、外部キーボード38と外部ＬＣＤパネル34Aを備えており、その
外観は、筐体部にスマートフォンを嵌め込むための嵌め込み部37を備えることを除けば、
いわゆるノートＰＣと類似している。しかし、その内部にはＣＰＵなどの信号処理制御手
段は備えておらず、また、それ用のＯＳやアプリケーションソフトを必要としないため、
ノートＰＣよりは安価に構成される。
【００６９】
　外部キーボード38に対するマニュアル操作の結果として生成した外部マニュアル操作信
号は、前記インターフェース部Ｂ2_36B2及びインターフェース部Ａ2_16B2を経由してスマ
ートフォン1に送信され、最終的にはスマートフォン1の中央演算回路11Bで処理される。
その結果、生成した外部表示信号は、前記インターフェース部Ａ1_16B1及びインターフェ
ース部Ｂ1_36B1を経由して外部入出力ユニット3に送信され、最終的には、その信号に基
づいて外部ＬＣＤドライバ34Dが外部ＬＣＤパネル34Aの画面を構成する各々の画素を駆動
することにより、外部ＬＣＤパネル34Aに画面イメージが表示される。
【００７０】
　なお、前記インターフェース部Ａ1_16B1及びインターフェース部Ｂ1_36B1を経由した外
部表示信号の送信は、ＴＭＤＳ、デジタルＲＧＢ、ＬＶＤＳ（
又はＬＤＩ）、ＧＶＩＦ、ＵＳＢ、DisplayPort、等の非圧縮のデジタル伝送方式で行う
ことができる。
【００７１】
　一方、この実施形態におけるスマートフォン1は、外部入出力ユニット3の嵌め込み部37
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に嵌め込まれて外部入出力ユニット3と接続している場合、いわゆるノートＰＣの手書き
パッドと同様に使用することができる。すなわち、スマートフォン1のタッチパネル14Aを
手指やタッチペン（スタイラス）で接触することによって文字や描画を入力することがで
きる。その際、接触操作によって生成するマニュアル操作信号は、インターフェース部Ａ
2_16B1経由で受信された外部マニュアル操作信号とともにスマートフォン1の中央演算回
路11Bで並列的に処理され、その結果に基づいて外部ＬＣＤパネル34Aに画面イメージが表
示される。
【００７２】
　図１２は、本発明の第３の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装
置と「タッチパネル手段を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理
システムの構成及び機能を説明するためのブロック図であり、特に、該携帯情報処理装置
がスマートフォンである場合について説明している。
【００７３】
　図１３は、本発明の第３の実施形態に係る携帯情報処理装置と「タッチパネル手段を備
える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と、該タッチ
パネル手段の画面に表示される画面イメージを説明するための外観図であり、特に、該携
帯情報処理装置を「タッチパネル手段を備える外部装置」と接続した状態で使用して電子
メールの文章を入力している場合に、外部装置のタッチパネル手段の画面に表示される画
面イメージを説明する。
【００７４】
　この実施形態におけるスマートフォン1の機能も、それが単独で使用される限りにおい
ては、第１の実施形態におけるスマートフォンの機能と全く同じである。一方、スマート
フォン1は、接続ケーブルを介して外部出力ユニットに接続される替わりに、外部タッチ
パネルユニット4と無線信号をやり取りすることで、外部タッチパネルユニット4と接続さ
れる。すなわち、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ1_16B1が送信する無線信号
を外部タッチパネルユニット4側のインターフェース部Ｂ1_46B1が、外部タッチパネルユ
ニット4側のインターフェース部Ｂ2_46B2が送信する無線信号をスマートフォン1側のイン
ターフェース部Ａ2_16B2が、それぞれ受信することにより、スマートフォン1と外部タッ
チパネルユニット4との間で信号をやり取りすることが可能になる。
　なお、以下では、外部タッチパネル44Aの画面解像度はＸＧＡ（縦置きの場合、水平画
素数×垂直画素数＝768×1024）であるものとして説明するが、それ以外の解像度であっ
てもよい。
【００７５】
　この実施形態におけるスマートフォン1と外部タッチパネルユニット4とを接続すること
によって構成した情報処理システムを使用して電子メールの文章を入力する場合、外部タ
ッチパネルユニット4の外部タッチパネル44Aは、外部タッチパネル表示部44A1と外部タッ
チパネル入力部44A2に分割されており、外部タッチパネル入力部44A2には文字、数字、記
号などのキーが表示されている。この操作方法は、第１の実施形態におけるスマートフォ
ンを単独使用する際の操作方法と基本的には同じであるが、外部タッチパネルユニット4
のサイズはスマートフォン1よりも大きくできるため、外部タッチパネル44Aの画面解像度
も、上記の通り、ＸＧＡとすることができる。このため、スマートフォンを単独使用する
際のように、外部タッチパネル入力部44A2における入力画面を頻繁に切り替える必要はな
く、また、電子メールの文章全体を確認するために、画面のスクロールを何度も繰り返す
必要もない。
【００７６】
　外部タッチパネルユニット4の外観は、いわゆるタブレットＰＣと類似している。しか
し、その内部にはＣＰＵなどの信号処理制御手段は備えておらず、また、それ用のＯＳや
アプリケーションソフトを必要としないため、タブレットＰＣよりは安価に構成される。
【００７７】
　外部タッチパネル44Aに対するマニュアル操作の結果として生成した外部マニュアル操
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作信号は、前記インターフェース部Ｂ2_46B2及びインターフェース部Ａ2_16B2を経由して
スマートフォン1に送信され、最終的にはスマートフォン1の中央演算回路11Bで処理され
る。その結果、生成した外部表示信号は、前記インターフェース部Ａ1_16B1及びインター
フェース部Ｂ1_46B1を経由して外部タッチパネルユニット4に送信され、最終的には、そ
の信号に基づいて外部ＬＣＤドライバ44Dが外部タッチパネル44Aの画面を構成する各々の
画素を駆動することにより、外部タッチパネル44Aに画面イメージが表示される。
【００７８】
　なお、前記インターフェース部Ａ1_16B1からインターフェース部Ｂ1_46B1への外部表示
信号の送信は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ（High
Definition）、ＷＨＤＩ（Wireless Home Digital Inter-face）、ＷｉＧｉｇ（Wireless
 Gigabit）などの非圧縮のデジタル無線伝送方式で行うことができる。
　また、インターフェース部Ｂ2_46B2からインターフェース部Ａ2_16B2への外部マニュア
ル操作信号の送信は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ方式で行うことができる。
【００７９】
　図１４は、本発明の第３の実施形態に係る携帯情報処理装置と「タッチパネル手段を備
える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムと、インターネット
に接続したウェブサーバとの間での情報のやり取りを説明するための説明図である。
【００８０】
　スマートフォン1及び外部タッチパネルユニット4から構成された情報処理システムがイ
ンターネット6に接続しているウェブサーバ61にアクセスする際、スマートフォン1におけ
る中央演算回路11Bは、フラッシュメモリ15Aに格納されたブラウザプログラムに従って、
バス17、ベースバンドプロセッサ11A、ＲＦ送受信部12B及び通信用アンテナ12Aを経由し
て、ウェブサーバ61にユーザーエージェントを送信する（スマートフォン1の構成要素は
図１４には図示されていない）。
【００８１】
　この際、中央演算回路11Bは、ユーザーエージェントに、スマートフォン1が高解像度外
部表示信号の送信機能を有することを示す情報とともに、グラフィックコントローラ14B
に対して、ＶＲＡＭ14Cから切り出したビットマップデータをＬＣＤドライバ14Dに送信す
るように命令しているか、ＴＭＤＳトランスミッタ16Aに送信するように命令しているか
を特定できる情報を含ませる。
【００８２】
　一方、ウェブサーバ61は、携帯電話機やスマートフォンの付属ディスプレイで閲覧する
ことを想定したサイズが小さいウェブページに対応する、マークアップ文書ファイル及び
そのリンクファイルからなるデータファイルセット（以下、ケータイ向けファイルセット
と略記）と、パソコンで閲覧することを想定した、サイズに制約のないウェブページに対
応するデータファイルセット（パソコン向けファイルセットと略記）の双方を格納してい
る。その上で、ＣＧＩ又はＰＨＰの機能を有することにより、ユーザーエージェントに含
まれた前記の情報のうち、送信命令に関する情報に基づき、より望ましいものを選択して
、スマートフォン1及び外部タッチパネルユニット4から構成された情報処理システムに転
送する。すなわち、中央演算回路11Bからの送信命令がＬＣＤドライバ14Dへの送信を命令
している場合にはケータイ向けファイルセットを、ＴＭＤＳトランスミッタ16Aへの送信
を命令している場合にはパソコン向けファイルセットを、それぞれ送信する。
　この結果として、スマートフォン1及び外部タッチパネルユニット4から構成された情報
処理システムにおいては、アクティブな状態にあるディスプレイ手段の画面解像度に適応
した、より望ましいウェブページが閲覧できることになる。
【００８３】
　また、ウェブサーバ61は、そこにアクセスしてダウンロード操作を行うことにより、画
像データファイルをダウンロードすることができるウェブサイトを複数用意しており、ス
マートフォン1から送信されたユーザーエージェントに含まれた前記の情報のうち、外部
表示信号の送信機能に関する情報に基づき、一つの操作でハーフＶＧＡとＸＧＡの双方の
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画像データファイルを一度にダウンロードできるような機能を有するウェブページにアク
セスするように自動的に振り分ける。これにより、ユーザーは、スマートフォン1のタッ
チパネル14A又は外部タッチパネルユニット4の外部タッチパネル44Aを用いた一度の操作
によって、ハーフＶＧＡとＸＧＡの双方の画像データファイルを一度にダウンロードでき
る。
【００８４】
　図１５は、本発明の第４の実施形態に係る携帯情報処理装置と、「タッチパネル手段を
備える外部装置」と、「ディスプレイ手段を備える外部装置」とを接続することによって
構成した情報処理システムの構成及び機能を説明するためのブロック図であり、特に、該
携帯情報処理装置がスマートフォンである場合について説明している。
【００８５】
　図１６は、本発明の第４の実施形態に係る携帯情報処理装置と、「タッチパネル手段を
備える外部装置」と、「ディスプレイ手段を備える外部装置」とを接続することによって
構成した情報処理システムの構成と、該ディスプレイ手段の画面及び該タッチパネル手段
に表示される画面イメージを説明するための外観図であり、特に、該携帯情報処理装置を
「タッチパネル手段を備える外部装置」と「ディスプレイ手段を備える外部装置」とに接
続した状態で使用して電子メールの文章を入力している場合に、外部装置のタッチパネル
手段の画面、及び、外部装置のディスプレイ手段の画面に表示される画面イメージを説明
する。
【００８６】
　この実施形態におけるスマートフォン1の機能も、それが単独で使用される限りにおい
ては、第１の実施形態におけるスマートフォンの機能と全く同じである。一方、スマート
フォン1は、接続ケーブル5を介して外部出力ユニット2に接続されるとともに、外部タッ
チパネルユニット4と無線信号をやり取りすることで、外部タッチパネルユニット4と接続
される。
　なお、以下では、外部タッチパネルユニット4の外部タッチパネル44Aの画面解像度はＸ
ＧＡ（横置きの場合には、水平画素数×垂直画素数＝1024×768画素）であるものとして
、また、外部出力ユニット2の外部ＬＣＤパネル24Aの解像度はＦＷＸＧＡ（横置きの場合
には、水平画素数×垂直画素数＝1366×768画素）であるとして説明するが、それ以外の
解像度であってもよい。
【００８７】
　この実施形態におけるスマートフォン1と、外部タッチパネルユニット4と、外部出力ユ
ニット3とを接続することによって構成した情報処理システムを使用して電子メールの文
章を入力する場合、外部タッチパネルユニット4の外部タッチパネル44Aは、外部タッチパ
ネル入力部44A2と外部タッチパネル手書き領域部44A3とに分割されており、外部タッチパ
ネル入力部44A2には文字、数字、記号などのキーが表示されている。この操作方法は、第
１の実施形態におけるスマートフォンを単独使用する際の操作方法と基本的には同じであ
るが、外部タッチパネルユニット4のサイズはスマートフォン1よりも大きくできるため、
外部タッチパネル44Aの画面解像度も、上記の通り、ＸＧＡとすることができる。このた
め、スマートフォンを単独使用する際のように、外部タッチパネル入力部44A2における入
力画面を頻繁に切り替える必要はなく、また、電子メールの文章全体を確認するために、
画面のスクロールを何度も繰り返す必要もない。
【００８８】
　また、外部タッチパネル44Aには外部タッチパネル手書き領域部44A3が設けられている
ため、外部タッチパネル入力部44A2でのタッチ操作によるキャラクタ入力と並行して、外
部タッチパネル手書き領域部44A3での手指やタッチペン（スタイラス）を用いた手書き入
力によって図形やキャラクタを入力することができる。しかも、この領域の面積は、スマ
ートフォン1のタッチパネル部全体の面積より大きいため、画数の多い文字や、複雑な図
形であっても、第１の実施形態におけるスマートフォンと外部出力ユニットとを接続する
ことによって構成した情報処理システムの場合よりも、さらに確実に手書き入力すること
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ができる。
【００８９】
　外部タッチパネル44Aに対するマニュアル操作の結果として生成した外部マニュアル操
作信号は、インターフェース部Ｂ2_46B2及びインターフェース部Ａ2_16B2を経由してスマ
ートフォン1に送信され、中央演算回路11Bは以下の制御モードで動作する。
　すなわち、グラフィックコントローラ14Bに、外部タッチパネルユニット4の外部タッチ
パネル44Aの画面解像度に対応した解像度を有する画像を記述するビットマップデータを
生成し、ＴＭＤＳトランスミッタ1_16A1に送信するとともに、外部出力ユニット2の外部
ＬＣＤパネル24Aの画面解像度に対応した解像度を有する画像を記述するビットマップデ
ータを生成し、ＴＭＤＳトランスミッタ2_16A2に送信するように命令する。
【００９０】
　ＴＭＤＳトランスミッタ1_16A1に送信されたビットマップデータは、ＴＭＤＳ方式で伝
送される外部表示信号に変換された上で、スマートフォン1側のインターフェース部Ａ11_
16B11を経由して、外部タッチパネルユニット4側のインターフェース部Ｂ1_46B1で受信さ
れる。該外部表示信号は、ＴＭＤＳレシーバ46Aで必要な処理を施された上で、外部ＬＣ
Ｄドライバ44Dに送信され、外部ＬＣＤドライバ44Aが、外部タッチパネル44Aの画面を構
成する各々の画素を駆動することにより、外部タッチパネル44Aに画面イメージが表示さ
れる。
　一方、ＴＭＤＳトランスミッタ2_16A2に送信されたビットマップデータは、ＴＭＤＳ方
式で伝送される外部表示信号に変換された上で、スマートフォン1側のインターフェース
部Ａ12_16B12を経由して、外部出力ユニット2側のインターフェース部Ｂ_26Bで受信され
る。該外部表示信号は、ＴＭＤＳレシーバ26Aで必要な処理を施された上で、外部ＬＣＤ
ドライバ24Dに送信され、外部ＬＣＤドライバ24Aが、外部ＬＣＤパネル24Aの画面を構成
する各々の画素を駆動することにより、外部ＬＣＤパネル24Aに画面イメージが表示され
る。
【００９１】
　なお、前記インターフェース部Ａ11_16B11からインターフェース部Ｂ1_46B1への外部表
示信号の送信は、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ（High
Definition）、ＷＨＤＩ（Wireless Home Digital Inter-face）、ＷｉＧｉｇ（Wireless
 Gigabit）などの非圧縮のデジタル無線伝送方式で行うことができる。
　また、前記インターフェース部Ａ12_16B12からインターフェース部Ｂ_26Bへの外部表示
信号の送信は、ＴＭＤＳ、デジタルＲＧＢ、ＬＶＤＳ（
又はＬＤＩ）、ＧＶＩＦ、ＵＳＢ、DisplayPort、等の非圧縮のデジタル伝送方式で行う
ことができる。
　さらに、インターフェース部Ｂ2_46B2からインターフェース部Ａ2_16B2への外部マニュ
アル操作信号の送信は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ方式で行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明はスマートフォンや携帯型ゲーム機をはじめとする携帯情報処理装置を製造する
、及び／又は、使用する各種産業において利用することができる。また、パソコンやコン
ピュータゲーム等の非携帯型の情報処理装置を製造する、及び／又は、使用する産業にお
いても利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装置と
「ディスプレイ手段を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理シス
テムの構成及び機能を説明するためのブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を単独で使用して電子メールの
文章を入力している場合に、付属タッチパネルの画面に表示される画面イメージを説明す
るためのイメージ図である。
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【図３】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を単独で使用して電子メールの
文章を入力している場合に、付属タッチパネルの画面に表示される画面イメージを説明す
るための別のイメージ図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を単独で使用して電子メールの
文章を入力している場合に、付属タッチパネルの画面に表示される画面イメージを説明す
るためのさらに別のイメージ図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を「ディスプレイ手段を備える
外部装置」と接続した状態で使用して電子メールの文章を入力している場合に、付属タッ
チパネルの画面に表示されるキーボード模擬画像のイメージを説明するためのイメージ図
である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置と「ディスプレイ手段を備える
外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と、該ディスプレ
イ手段の画面に表示される画面イメージを説明するための外観図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を「ディスプレイ手段を備える
外部装置」と接続した状態で使用して描画入力している場合に、付属タッチパネルの手書
き入力領域に表示される描画イメージを説明するためのイメージ図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置を「ディスプレイ手段を備える
外部装置」と接続した状態で使用してゲームを楽しんでいる場合に、付属タッチパネルの
画面に表示されるゲームコントローラ模擬画像のイメージを説明するためのイメージ図で
ある。
【図９】本発明の第１の実施形態に係る携帯情報処理装置と「ディスプレイ手段を備える
外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と、該ディスプレ
イ手段の画面に表示される画面イメージを説明するための別の外観図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装置
と「ディスプレイ手段及び入力手段を備える外部装置」とを接続することによって構成し
た情報処理システムの構成及び機能を説明するためのブロック図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る携帯情報処理装置と「ディスプレイ手段及び入
力手段を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と
を説明するための外観図である。
【図１２】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装置
と「タッチパネル手段を備える外部装置」とを接続することによって構成した情報処理シ
ステムの構成及び機能を説明するためのブロック図である。
【図１３】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報処理装置と「タッチパネル手段を備え
る外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムの構成と、該タッチパ
ネル手段の画面に表示される画面イメージを説明するための外観図である。
【図１４】本発明の第３の実施形態に係る携帯情報処理装置と「タッチパネル手段を備え
る外部装置」とを接続することによって構成した情報処理システムと、インターネットに
接続したウェブサーバとの間での情報のやり取りを説明するための説明図である。
【図１５】本発明の第４の実施形態に係る携帯情報処理装置、及び、該携帯情報処理装置
と「タッチパネル手段を備える外部装置」と「ディスプレイ手段を備える外部装置」とを
接続することによって構成した情報処理システムの構成及び機能を説明するためのブロッ
ク図である。
【図１６】本発明の第４の実施形態に係る携帯情報処理装置と、「タッチパネル手段を備
える外部装置」と、「ディスプレイ手段を備える外部装置」とを接続することによって構
成した情報処理システムの構成と、該ディスプレイ手段の画面及び該タッチパネル手段に
表示される画面イメージを説明するための外観図である。
【符号の説明】
【００９４】
1‥‥‥スマートフォン
11A‥‥‥ベースバンドプロセッサ
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11B‥‥‥中央演算回路
12A‥‥‥通信用アンテナ
12B‥‥‥ＲＦ送受信部
13A‥‥‥マイクロホン
13B‥‥‥スピーカ
13C‥‥‥ＣＯＤＥＣ
14A‥‥‥タッチパネル
14A1‥‥タッチパネル表示部
14A2‥‥‥タッチパネル入力部
14A21‥‥‥記号入力切り替えキー
14A22‥‥‥数字入力切り替えキー
14A23‥‥‥アルファベット入力切り替えキー
14A24‥‥‥かな入力切り替えキー
14B‥‥‥グラフィックコントローラ
14C‥‥‥ＶＲＡＭ
14D‥‥‥ＬＣＤドライバ
14E‥‥‥マニュアル入力コントローラ
15A‥‥‥フラッシュメモリ
15B‥‥‥ＲＡＭ
16A‥‥‥ＴＭＤＳトランスミッタ
16B‥‥‥インターフェース部Ａ
16B1‥‥‥インターフェース部Ａ1
16B11‥‥‥インターフェース部Ａ11
16B12‥‥‥インターフェース部Ａ12
16B2‥‥‥インターフェース部Ａ2
17‥‥‥バス
2‥‥‥外部出力ユニット
24A‥‥‥外部ＬＣＤパネル
24D‥‥‥外部ＬＣＤドライバ
26A‥‥‥ＴＭＤＳレシーバ
26B‥‥‥インターフェース部Ｂ
3‥‥‥外部入出力ユニット
34A‥‥‥外部ＬＣＤパネル
34D‥‥‥外部ＬＣＤドライバ
36A‥‥‥ＴＭＤＳレシーバ
36B1‥‥‥インターフェース部Ｂ1
36B2‥‥‥インターフェース部Ｂ2
37‥‥嵌め込み部
38‥‥外部キーボード
4‥‥‥外部タッチパネルユニット
44A‥‥‥外部タッチパネル
44A1‥‥外部タッチパネル表示部
44A2‥‥‥外部タッチパネル入力部
44A3‥‥‥外部タッチパネル手書き領域部
44D‥‥‥外部ＬＣＤドライバ
46A‥‥‥ＴＭＤＳレシーバ
46B1‥‥‥インターフェース部Ｂ1
46B2‥‥‥インターフェース部Ｂ2
5‥‥‥接続ケーブル
6‥‥‥インターネット
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